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【施策概要】 

平成 28 年度は下記事業を実施。 

■双葉郡等避難地域の医療等提供体制検討会 

双葉郡等避難地域の医療等提供体制の方向性と対応策の検討 
（構成員：県、国、双葉郡８町村、県立医大、医療関係団体、２７年９月から開始） 

■双葉郡等避難地域の医療提供体制の整備   

双葉郡等避難地域の医療施設の整備、運営費の補助とともに、救急医療体制の整備、

医療従事者の確保に係る費用を支援 
 一次医療：富岡町立診療所、浪江町立診療所、郡立診療所(いわき市内)等の整備・運営  
 二次医療：避難地域の二次救急医療を担う体制の整備 
■医療従事者確保事業 

県外からの医師・看護職員雇用等への支援、寄附講座支援、医師・看護師・理学療

法士等の修学資金等 
■医療施設再開支援事業 

医療施設が再開する際の整備及び運営に要する経費を補助 

 
 

■双葉郡等避難地域の医療等提供体制検討会 

 

 
 

○　組織

厚生労働省

県医師会、県看護協会

双葉郡医師会

いわき市医師会

※オブザーバー

双葉地方
町村会

双葉郡８町村 いわき市
厚生連、

南相馬市、相馬郡医師会（避難元） （避難先）

国

 
関
係
団
体

保健福祉部

病院局

避難地域復興局

県

医
大

復興庁

検 討 会

＜医療、地域公共交通、その他広域連携＞ 

【二次医療体制の確保を含めた検討】 
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【施策概要】 

■ 避難市町村における地域公共交通ネットワーク構築事業（28年度予算9,177千円） 

・ まちづくりの進展にあわせた身近な生活交通の確保や、市町村間を結ぶ幹線系の

構築を図るため、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成 19 年法律第

59 号）」に基づく法定協議会を立ち上げる。なお、新幹線、空港等を含む中通りや首

都圏、仙台圏の交通と福島 12 市町村や浜通りを結ぶ幹線（バス路線）を含め、広域

的な地域公共交通網の形成も検討する。 
・ 法定協議会は、福島県が事務局となり、学識経験者、関係市町村、交通事業者、

住民・利用者等の多様な主体を交え、地域公共交通網形成計画を策定するとともに、

地域公共交通の運行に関しては、地域の実情を踏まえ、既存制度における特例措置

や新たな制度の創設の必要性を検討し、広域的な地域公共交通ネットワークの構築

を実現する。 
・ 関係市町村、交通事業者等による準備会合を２回（平成 28 年 1 月 29 日、３月 24

日）開催し、今後の進め方・検討体制の構成について確認した。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【地域公共交通の構築に向けた検討】 

避難地域における地域公共交通ネットワーク構築の考え方 

各市町村 
公共交通計画等 

各市町村 
公共交通計画等

連  携

（有機的なネットワーク）

地域公共交通体系 
（地域公共交通網形成計画）

各市町村の復興ま
ちづくり計画 

（復興拠点・道路イ

ンフラ等） 

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ･ｺｰｽﾄ構想、

観光誘客 

(研究者、旅行者等の

交通の確保） 

周辺中核的都市 

とのネットワーク 

(高度なサービス) 

住民・利用者ニーズ 

（通勤・通学、買い物、

病院等、移動ニーズ） 

将来に向けた持続可能な地域公共交通体系 
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【その他広域連携の検討】 
 

【施策概要】 
■避難 12 市町村広域連携検討会準備会の開催 

広域連携に関する今後の進め方について議論するため、避難 12 市町村・国・県等を

メンバーとする準備会を２回開催した。 

【開催実績】 

○第 1 回準備会 

 開催日：平成 28 年 1 月 25 日（於：広野町役場） 

 内  容：今後検討会を開催し、広域連携における課題を議論することを了承。 

（鳥獣被害、防犯・防災、避難者支援、廃棄物処理等の課題が提起された。） 

○第２回準備会 

 開催日：平成 28 年 3 月 23 日（於：田村市役所） 

 内  容：避難 12 市町村広域連携検討会の運営体制について合意。 
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＜避難 12 市町村広域連携検討会（案）＞


